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　1. 原稿の書き方
　1-1　章タイトル
　章タイトルは行頭を1文字下げること．節タイトルも同様に行頭を一字下げる．ただし，英文原稿の場合は字下げしないので注意が必要である．章および節タイトルはボールド体である．章タイトルは前の段落から1行空けるが，節タイトルは行を空けない．
　1-2　本文
　原稿はワードプロセッサを用いて書かれたA4版相当のPDFとすることになっている．このテンプレートは1行全角30文字，1ページ25行である．刷り上がりは，B5サイズの2段組となり，文字のみの場合，1ページあたり全角で約2,300文字が入る．このテンプレートの1ページは全角で750文字であるので，テンプレート3ページ分が，刷り上がりの1ページ分に相当することとなる．投稿時の仕上がりページ数見積もりの目安としていただきたい．なお，編集作業の都合上，投稿時および受理後の最終原稿ともにWord形式での提出をお願いしているのでご協力願いたい．
　1-2-1　本文中の引用
　本文中で引用する場合，同一著者が同年に書いた2つ以上の論文を引用する場合には年号の次にa, b, c,…を付けて区別する．長編の論文，単行本などの一部を引用するときは，引用箇所のページを付記する．複数の論文を括弧引用するときは，文献の年代順に並べることとする（第60巻4号までは，著者名のアルファベット順に並べていたが，2015年に投稿細則を改訂した）．例：○については，いくつかの先行研究により〜とされている（Ito, 1885; Kuroda and Yamagata, 1888b, 1889; 大隈・他, 1898; Ito, 1900a; Yamamoto et al., 1913; 高橋・加藤, 1921）．
　1-2-2　引用文献リスト
　論文末尾に付ける引用文献リストは著者の姓のアルファベット順，同一著者（共著者も含めて）のものは発表の年代順に配列する．筆頭著者が同一で，単名の論文，共著論文を配列する場合には，単名論文（年代順），2名の著者による論文（年代順），3名以上の著者による論文（年代順）の順に配列する．各引用文献は著者の姓名，発表年，表題，誌名，巻，ページの順に並べる．
　雑誌名の略記法は，投稿細則に従うが，投稿細則に例示がないものについては，Web of ScienceのJournal abbreviationを参照する．なお，URLを引用する必要がある場合には，原則として引用文献リストには載せないで脚注に送る[footnoteRef:1]． [1:  日本火山学会ホームページ．
　http://www.kazan.or.jp/J/index.html] 

　1-2-3 文字表記
　(1) 漢字と仮名の混在に注意すること．「ともに・共に・伴に」，「および・及び」，「たまり・溜まり・溜り」，「ケイ酸・珪酸」，「わかる・分かる」などの混在が多い．また，「表れる・表われる・表す・表わす」など，送り仮名の混在にも注意していただきたい．
　(2) wt.% と wt%，vol.% と vol% などの表記については，wt.%およびvol.%とする．

　2. 余白
　上のように，新しい章を開始するときには1行空ける．余白は，査読コメントや編集上の修正を記入するために必要である．各ページ，上，下，左に2.5 cm，右に5.5 cm程度の余白を空けること．ページの左端には，通しの行番号を付ける．

　4. おわりに
　その他の詳細については，投稿規定・投稿細則を参照していただきたい．
 
　謝　　辞
　謝辞欄もこのように全角一文字文だけ字下げする．
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